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研究開発テーマの概要

ESA, Copernicus Sentinel satellite imagery 

橋梁
港湾

河川

盛土
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リモートセンシングとDTを使って広域多数の構造物変位を分析する技術

地盤

センサ設置不要、多地点分析可能

衛星： Cバンド衛星 SENTINEL-1
観測周期： 12日（同じ地域に対して）
地上分解能： 20m x 5m
波長： 56mm

衛星によるスクリーニング

適切な点検手段

• リモートセンシングの「衛星
見え変位」から構造物の
「変位ベクトル」を推定

• 損傷程度変化の可能性
を分析（スクリーニング）

点検効率化

【ステージゲート時KPI】
・累計1000構造物について変位分析
・１つのインフラ管理体で点検効率化を実証

【最終KPI】
・有償提供
・累計2つのインフラ管理事業体で実証

課題と問題点、目指す姿
⚫（課題・問題点）構造物の点検前に適切な点検手段の組み合わせ（近接目視や新技術）を選べず点検効率化しにくい。
⚫（アウトプット）衛星見え変位から構造物の変位ベクトルを推定することで点検に活用できる変位情報を提供可能にする。
⚫（アウトカム）変位情報にもとづいて近接目視や新技術の適切な組み合わせを選ぶことで、点検費用の節約や配分最適化が可能になる
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技術に関するグローバルベンチマーク 衛星データの民間活用

本活動は、リモートセンシングによる変位分析の対象を広域多数のインフラ構造物へ拡大する。
さらに、変状スクリーニング技術や構造工学的変位の分析技術を加えることで、分析を高度化する。

評価軸 イタリ
ア

TRE 
ALTA
MIRA

カナダ
NRC

アメリカ
Ursa

アメリカ
Orbital 
Insight

アメリカ
Maxar

日本
Synspe
ctive

日本
NEC

データ提供 - - 〇 〇 ◎ 〇 〇

経済活動分析
（石油、輸出、漁

業）

- - 〇 〇 - - -

環境モニタリング
（地盤、火山、海洋、
森林、農地、斜面）

〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

構造物モニタリング 〇 〇 - - - - 〇

広域多数のインフラ構
造物の変位分析

- 〇
単体分析
の事例が
複数ある

- - - - 〇
我々はこ
の位置を
目指す
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観測頻度が高くデータ入手容易なCバンド衛星データを活用

分解能 入手容易性

観測頻度

数万円/30km□/枚～3m

2週に1回
注文必要

分解能は優れる、
狙った対象を精度

良く分析する用途に
向く

Xバンド衛星

分解能 入手容易性

観測頻度

自由に利用可能20x5 m

12日に1回
定期観測

分解能は劣る、
観測頻度や入手性
を重視する用途に

向く

Cバンド衛星

観測頻度が多いことを活かした技術開発で、精度が劣る点を補う
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研究成果の社会実装シナリオ

長大な水管橋を対象にして顧客開拓を開始。

興味を持って頂いた水道事業体から取組み開始。

※独立形式の水管橋は全国に3000橋、点検できていないものが1553橋（厚労
省調べ）、令和6年度から点検ルール改正、点検コストに敏感。
※水管橋は分析に好都合（電波反射しやすい、温度荷重のみ）。

水管橋

道路橋

垂れ下がりが発生する事例が複数あるヒンジをもつ道路橋

に注目して分析サービス提供。

※ PC協会データベースだけでも、ヒンジ有り道路橋は141橋ある
※ 優先順位付けや監視措置の潜在ニーズありと仮説

その他の構造物へ対象拡大
（斜面・法面など）
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【サブ課題D】社会実装に向けた5つの視点での取組

技術開発
(TRL)

人材
(HRL)

社会的受容性
(SRL)

事業
(BRL)

制度
(GRL)

社会実装に関わる現状・問題点
⚫前回点検から次の点検までのインフラ構造物の健全度変化を広域で簡便に得る手段がない。
⚫インフラ構造物の健全度変化の可能性を点検前に知る手段としてリモートセンシングがあるが、コストと精度のバランス・構造工学的解釈に課題がある。
⚫上記アウトカムを達成するには、多数の事例にもとづく統計的分析、コスト削減モデルの具体化、成功事例の積み上げ、が必要。

課題と問題点、目指す姿
⚫（課題・問題点）インフラ構造物の点検前にコスパ良い適切な点検手段の組み合わせ（近接目視や新技術）を選べず点検効率化しにくい。
⚫（アウトプット）インフラ構造物の変位を前回点検からの変化情報として活用可能にすることで、コスパ良い適切な点検手段を検討可能にする。
⚫（アウトカム）近接目視や新技術の適切な組み合わせが可能になり、点検費用の節約や配分最適化が可能になる

SIPでの取組 ＳＩＰ以外の取組（他機関との連携等による取組）

連携先
土木研究所、

国交省、橋梁調査会
国交省、経産省 土木学会など サブ課題Dチーム

広域のインフラ変位分
析システムの開発

衛星見え変位から構造
工学的変位を分析する
手法の開発

新技術活用に向けた政
策提言

パートナー・顧客の探索、
ユースケースの具体化と
実証

土木学会など

論文発表、技術の浸透
を目指したPR活動

大学・高専等

インターン受け入れ等に
よる人材育成

地方公共団体・産業界

潜在ニーズの見える化

事業モデルあり方検討
(運営方針、ビジネスモデル等)

点検支援技術カタログ
登録変状スクリーニング技術

の開発 府省庁の取組み

データ基盤活用に関す
るガイドライン等の整
備・見直し

ユースケース事例の社
会的ニーズとの整合性
の分析

ユースケース事例の成果
の情報発信

リモートセンシングをイン
フラへ応用できる技術者
の育成
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サブ課題D NEC担当分 ロードマップ

SIPでの取組 ＳＩＰ以外の取組（他機関との連携等による取組）

R8年度R7年度 R9年度R6年度R5年度

技術開発
(TRL)

人材
(HRL)

社会的受容性
(SRL)

事業
(BRL)

制度
(GRL)

TRL4～6

【ステージゲート時KPI】
累計1000以上の構造物について変位分析
１つのインフラ管理体で点検効率化を実証

TRL6～7 TRL6

広域のインフラ変位分析システムの開発

衛星見え変位から構造工学的変位を分析する手法の開発

潜在ニーズの見える化

商用サービス開始

ＢRL2～5 ＢRL5～7 ＢRL6

ＧRL3～5 ＧRL5～6 ＧRL5

新技術活用に向けた政策提言

ユースケース事例の社会的ニーズとの整合性の分析と発信

論文発表、技術の浸透を目指したPR活動

ＳRL2～5 ＳRL5～6 ＳRL5

ＨRL2～5 ＨRL5～6 ＨRL5

リモートセンシングをインフラへ応用できる技術者の育成

2つのインフラ管理事
業体で実証

変状スクリーニング技術の開発

パートナー・顧客の探索、ユースケースの具体化と実証

点検支援技術カタログ登録

分析対象を拡大する

インターン受け入れ等による人材育成

ユースケース事例の成果の情報発信

事業展開を担う技術者の育成

データ基盤活用に関するガイドライン等の整備・見直し
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サブ課題D NEC担当分 令和５年度 活動計画

広域インフラ変位分析システム
の開発

衛星見え変位から構造工学的
変位を分析する手法の開発

ユースケース事例の社会的
ニーズとの整合性の分析と発信

リモートセンシングをインフラへ
応用できる技術者の育成

パートナー・顧客の探索、
ユースケースの具体化と実証

技術開発
(TRL)

人材
(HRL)

社会的受容性
(SRL)

事業
(BRL)

制度
(GRL)

広域多数の構造物を変位分析するための
基本フローを開発

変位ベクトルが既知の構造物の衛星見え
変位を複数個分析し、「分析可能なこと」
と「衛星からの見え方」の具体例を示す

計測データあり： 道路端、水管橋

損傷事例： ヒンジ損傷、グランドアンカー破断、など複数

構造物の管理者

土木コンサル

顧客・パートナー
候補

技術適用のユースケースについて検討

・分析プログラム
・サーバ/ストレージ システム
※1000構造物へのスケールを想定

上記活動をつうじたOn-the-Job-
Developmentにより、技術者を育成
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衛星見え変位から構造工学的変位を分析する手法の開発

衛星SAR実データ

衛星SAR仮想データ

構造物詳細デジタルツインを使って衛星SAR見え変位から構造物の変位ベクトルを推定、多数の時系列観測データを使って推定精度を向上

D-2: 衛星SAR見え変位を
使った構造物の変位ベクトル
推定と精度向上

D-1: 変位ベクトル推定用の
構造物詳細デジタルツインの
構築と利用

水管橋、
道路橋、
などが候補

構造解析用3Dモデル＋荷重条件
→構造解析
→変位分布をもつ3D形状データ
→SARシミュレータ用3Dモデル
→シミュレーションSARデータ

既知の変位ベクトルを持つ事例を分析

観測点と構造物位置の対応分析
（簡易リフレクタによる分析）

モニタリングあり： 道路端、水管橋

損傷事例： ヒンジ損傷、グランドアンカー破断、など複数

テストフィールド： 協力先の水管橋、試験橋梁

SARシミュレータ開発
（電波反射の強度）

3Dモデル開発
仮想データ

変化検知評価

SARシミュレータ開発
（電波反射の位相）

変位分布に関する教師
データ生成フロー構築

観測SARと
シミュレーションSARの

同化

実データ分析技術の
改良版評価検証

実データ比較
（強度）

統計分析(PCAやベイズ)

観測点補正技術

変位限定分析

2024年度2023年度

2024年度2023年度

実データ比較
（位相）

NEC活動 NEC活動

東京大学 本田先生 活動東京大学 本田先生 活動

インフラマネジメント

スマート防災
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